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干渉させる2つのシーンの視線方向が同じである必要があるため、両シーンの時間差

は衛星回帰日数以上に制約される。

1. 背景と目的 (1)
干渉SARによって、地震に関連する微小な地表面の変化が検出可能に

衛星搭載センサのデータからより短い時間分解能で

微小な地表面の変化を検出するためのアプローチの検討

岩石(珪岩、花崗岩、玄武岩)を圧縮して破壊する過程で
マイクロ波(300MHz, 2GHz, 22GHz)が放射されることを実験室環境で確認

地震に関連する微小な地表面の変化が現象全体の中でいつ発生したのか知りたい。

マイクロ波検出地震 岩石破壊

表皮深さの小さいマイクロ波が地中を伝搬できるのか？

マイクロ波は電離層による減衰を受けない。
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1. 背景と目的 (2)

地中は珪岩のみで構成されており、
マイクロ波放射電力は体積に比例すると仮定

地中での減衰に関する減衰定数の基となる岩石の
導電率(σ)の値が文献によって大きく異なる(10-6 ~ 
10-2 S/m、ここでは最小値を使用) 。

マイクロ波の地中伝搬に関しては、
十分なデータがないのが現状
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1. 背景と目的 (3)

マイクロ波検出SARによる地表面の変動検出 岩石破壊

岩石破壊が地表面近くで発生すれば、マイクロ波の地中伝搬の影響は小さくなり、
岩石破壊によって発生したマイクロ波が衛星搭載マイクロ波放射計によって
検出される可能性はより高まる。

マイクロ波放射計AMSR-Eのデータを解析し、地表面の変化に関連した

岩石破壊によって発生したマイクロ波の検出を試みた。
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発表に関する詳しい内容は、

発表者： 前田 崇 E-mail : maeda.takashi@jaxa.jp
までお問い合わせください。
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4. まとめ

衛星搭載マイクロ波放射計AMSR-Eのデータを使って、地表面における

変動を検出するためのアルゴリズムを開発した。

地表面における変動は岩石破壊を伴う可能性が高く、岩石破壊によってマイ
クロ波が放射されるという実験結果に基づく。

開発したアルゴリズムは、2008年5月12日に発生した中国四川省で発生
した地震に関するAMSR-Eデータを用いて検証された。

本震から1日半経過後の2008年5月13日において、Longmenshan
Faultに沿って、地表面から偏波依存性のない18.7GHzのマイクロ波が

放射されていることを検出した。

このような応答は

(1) 断層に沿った、余震に関連した地表面の岩石破壊

(2) 断層に沿った、地表面の温度上昇

のいずれかの要因によって引き起こされたと推定され、現時点では両者を識
別できない(現在の課題)。


